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選ヽどもQ

ヽ6逆 やイWと や
°
R巡台笹yヘ ベ対と6蝉 橿NIく 村田貯逆くE終回営控句ぶ翌抱控く役母ればど革
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やくや
°
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逆やミ代卜はヽ と低瑠艦Dl」とやQ tt H広按G tt Qやくゃメリ句朱ミ代や
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とぺ壇
′
やQ】り判逆空黙陣撻低窓い程へゃつミやと円梁O捜■や小」母ややれヽ6メ 拘恐逆
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やHl卜や卜く抱悪や6A」0翌 神楔料笙田念楔や低Ettpvと やGミ抱思いVと やG翌貿Ow(卜 や飛
や遷0連 卜杓や抱黙■来A」ややQやべゃ)′ Hi卜 卜`く笹tEEtt G αttN黙卜世
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°
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°
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′
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°
■ゃミゃ博勺やx翠 薫tl1 0正

製ぷ字ぷ竹本一ヽや杓Nゃ ゃ
′
蝉0低 投と建勺思投p楔棋翌低鮭博年や

°
投ぺ台
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楔対ぺ笹杓一ヽ
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′
国① O

貯癌Qは ヽ生卜Q朴 制世や逆ヽ いゃ事やミvと 楔堅低
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根句やN博 勾や林翌Q汁 探J対 《や卜Qやべや

°

つややく
′
思想か恵料D楔 博杓やメ翌対と6農辛碩円笙孜蟹g逆

′
博拘や楔や低軽性対と6暮 矩抱や

いVと やA)対廷米雄逆潤郎や代や
°
やD博 杓や投や塩

′
(洲 Q植 よや笙単性pVと やと対と0り 母抱
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′
卜」Q】J AJ建引
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陛逆と Qヽ神投猥逆ヽQv終 謡拘ミやと投さややv′ 卜陛逆とゃゃせや縫謹拘ミゃとQゃくゃ
°
ゃつw

り60楔 ぶ矩逆祥ぐ抱tu」りゃ6対 ■ミ笹
′
黎杵低鞄Qヽ 6逆 ばぺや汽抱翼《黙ぺヽハ対■ミ笹巧る

°

ll」ミ笙
′
 IQ逆 連

′
鳴やベト竹ふ一逆、ゆw口念楔や口本GばR抱 選料0′翌神逆貿Ol―やQべ 1卜布

ふ一抱只DV田 へ楔ややばゃヽ6逆 p杓 させょ」句や鳴卜ぱ Q相ぶ
′
翌ゃ字ゃと

′
ゃQべ 1卜竹ふ―終迎

留 ■ や ば R抱 翌 神 逆 想 喜 ■ や 大り剣 や 代 卜Q° 「| 卜
ヽ 一 卜 H 一 へ 十 一 」 母 と メい べ 1卜h ふ ― 対 「■

本 た は ヽ

く 一 」
―A _ と 6 べ | 卜竹 ふ 一 Q く れ や 鯛 二 廷

′
「1卜｀ 一 ヽ H ― ヘ ト ー 」 廼 報 母 雫 低 む 討 ■ ゃ べ !卜竹 ふ ― や

費時対と6ょ」対やべゃ
°
「!卜ヽ 一卜H_へ 十_」 逆Qと lJ患容ミ▼とゃメリ対速

′
黎判樽逆、ゆv岳 0

Qさ さミ本せやQや Qや <卜Q°や0ゃ ゃゃゃく
′AEl<逆長年卜Q引そ<G区 懸逆棟とwゃ

°
く卜ふミゃ業東く

性樽■や
°

終低Ⅲロニ楔とQ連
′
田料翌対と心選連どば樽Q岳 OQど おミ楔田料』Q選矩逆貿ギ■ゃつQ円 Ow

村患やれ時対と0メリ母やくドQ°楔句ぺ笹引てく,中 勾中遭女OWと 投糸ミlH/とや田料」Q軍矩笹
′
窓恐

ミ逆持辞くヽ朴還やべや
°
さ恐ど
′
ミ斬りQれ Q「 中勾中」学 「球<」 円Ol―

′
様逆こ料Dや さミ笹や

さやる
°
Q相 ぶ
′
桝望豊ゃx翌 逆ヽ やヽJ把捕拘ミ楔遵代逆遭6ょ」対逆ヽいwo《 壇料■卜QQや 費ゃ

°

Jと 博逆やぶや拘と
′
悼勺中0(楔 大」対抱牛ゃゃ

′
ぷ駒ミと逆oや 拘と

′
、と遵怜逆Qれや拘と

°
ベ

や楔逆どやミ低やれ卜Q°やミ壇べや程OE即 役
°恒料翌逆Qれヽ母6六」sp楔 照ぷ建

′
罫恐汽逆

′
無

剣や低監OQさ 楔ゃQや くゃ
°メリミ逆貿oW′ 工料』抱収念楔やや蝕智■時代規定蝶はやれゃQ楔 ゃ

6汽 °A」れ逆く、建
′
料選や0ぺ やべぶ嗅ミ楔螢怒R鞭 申瑠ョ■や

°0汽 D終 楔や低SGwと ゃゃG

笙
′
や6か 楔螺二Qや Qや 笹やと

°
投対ぺ笹
′
劇てく楔や低ミや賦と岸卜QぐW廼

′
やSp楔 邸とOA〕刺

やべや
°
やょ」やさ想ぶ年やQ ttEK鰹料QQへ やさい低窓恐代逆卜や役や0°

皿卜G縫経Gや ミや
′
茎投豊逆円部やべぶ相楔ぺ隠母拘ミや】J刺道

′
縦やベミ (||ペユ竹卜｀一ヽ

H―ハ十一対とい楔)ぺ Ⅲ卜hふ 一や増恐ミや中Q抱ヽGミ 投ぶ逆卜やべぐ
′
やQく低ENttVと やQ

ミ逆熙翌Nや 楔憑■】」刺Kや れ卜Qミ勺6ミ や増や
°つかやSp楔 思翌神中求さ年)り句低やれミ笹

′
引々

くヤ撫神投や抱ば楔―AUれ
′
ぷ台低 「ⅢlヽL」竹 「Ⅲ卜｀一ヽH―へ+―」対連大〕やややQ役母亜やVと

や忌網伸ロトと位―ミ牛やょ)対策やれ将6° やややく
′
杓Q塙 6逆 0楔 恐阿ヽと■―ミやれやQぺ さ

′

れ食怠V蝉逮や匡まや田熙やべや
°
撫神楔や建

′
‖逆憾ミ笹

′
田念楔や低十ゼQ生 卜ヽ

ク
く一 (卜｀一

ヽHヽ外・生|卜や
″
く―)対 OWば 台ミやメ」剣抱RQVと や

°
終壇
′
本,こ小サ6か 投ぷ窓逆いとV綻 0投

ナリ判低ぺや低
′
撫神笹Q黒 逆 「1卜や―卜H―ハ+―」対わWば 恐ミやQや 壇やv′ やい句翌Qべ |卜h

ふ 一 や や ば で ミ や G 報
°
や 堂
′
勾 Q 塙 6 や 蝶 士 Q 押 対 や 「1 卜

｀ 一 卜 ヽ 一 へ 十 一 」 対 と 6 べ | 卜伯 ふ
―
低

響 IQや Gt t  D  V興笹ミやQ役 やぶミ
°
‖抱搬悼OWと や維汽低1卜` 一卜H―ハ十一NO Wば さミや

や0笹
′
やQ‖ 逆憾 OWと や瑠■建

′|卜` 一卜H―ハ十_対 Owば 恐ミや役やS° 拘Wt t H 3 1楔や道
′

やQヽ 6逆 眠台ミやメ)対N回 襲0投 傘尽ぼNミ ペ楔ぶ卜やQ逆
′
杓くやメリ句低や拘や投や6汽

°
報や

と報OWさ 0と G楔 低
′大」りや紫潟台ミVと やG連

′
＼卜'く―逆ヽゆV＼ 卜'く―低や GWと や

′
飛や

べ1卜柏ふ一N倉 ↓や忌謡せkや 0対 ややぺ綱慌幾円■やAJ母やQ報
°
Q相 さE抱 巾EいWと やミ対と0

対
′
楔対ぺ笹卿ぷDVと や維へ塩

′
杓Qべ |卜hハ ーQ＼ ト

ク
く―やQミ

′
榔楔＼ヽスーQ思選対Ol」杓

AUG
取り消し線
誰かが車を運転しているとしよう．その者が「ティーンエージャー」であると見ることが可能であるならば，その者は，実際に「ティーンエージャー」とみられることになる．［なぜなら，「ティーンエージェー」と「車」］という二つのカテゴリーは強く結びついていて，前者は車の運転の説明になる．つまり，「車好きのガキが運転してらあ」みたいな．］

AUG
取り消し線
それだけが

AUG
取り消し線
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くや)」対策寒断やG汽 抱綻ミト時Q笹
′
建ミ智恐空選台 (1鯉 逆憮 ゆVと や撫や楔や)投 ―tJと6よ)対

や代や
°
年将飛や

′
■卜ヽヽ開卜Nヰ ペドQり対【やれやQ廷 さい理対とぶメj対やくゃ

°

拘W′やよ」やG■ トペヽ前トーtJ営勺Qヽさや翌弾ややQQ役 やS代
°やややく

′
《史雫やヽQW楔

へいやべや神逆終晨抱ミペやぺ郎笙ヽい程vや と
°
ややや竹S代 や笹やvvや

′
杓Qヽ 6せ Ov■ ヽ

べゝ問卜低ヰペ憑ミやミ壇
′
ミや料Eよ々や

′
神 Q楔V鱒 もや来ヽ笹やとつQや鳴ゃ

°
く十一トベーQ生

|卜ヽクく―投科廼
′
間と逆年ミや低6対 杓

′
 `へ 生卜ヽと抱坦々頌拘申やA」と6】J母笹

′
本橿ヽVば 恐ミ

楔 0′ 喪 恐 Vぐ やや べ や役 や 6° 約 Vぐ 卜 末 ミペ ＼ ト ー冬 卜 G生 卜 、
夕
く_低
′
く(― ト ベ ー G生 卜や

ク
く―逆恒どW`｀ 生|卜ヽ とN均 彊々か

′
拍R鮒逆球選鞄ミ殺母Owキ ヽ6° 相十巾EぺやA〕対廼

′
楔A」ぺく

半―トベーQユ |卜や
ク
く―低やミ逆無ぺl」|卜ヽ とや均4頌0ミ ペD楔 ミ恐母二Gv′ 綻汽Kや Gく (― ト

ベー逆墜恐N遵 転さややくVと ぶり母建鳴ぶぺやと (報低
′
鰹壇tEltt Q‖《終抱笹楔pvと ゃとGや べ

や)°Q榔 ぶ
′
遵Q眠 総剣ど

′
K卜″く―逆4拘 飛Dvや とや低楔対ぺ勾Qヽ 6逆 Ⅲ卜ヽ 二抱均〔穏 拘 仲V

Vや 円OW中
′
翼孜逆まばつVtt Q■イWQく (― トベー生卜、

ウ
く_抱 や OW字 やり対やくや

°
やか

v「 く(― トベー生1卜、
ウ
く―」対と6べ 1卜竹ふ一Q＼ ヽく―投や笹

′
り6D楔 遵台Q眠総抱ど楔0や

杓投Qや べや
°

りQ】」母笙
′
想Xや 峰やS生 i卜` べふ―く対っくと逆蟹懸低ぺや

°
Q相 ぶナ」0投

°
回Ⅱ隠遭鳴士w来

と投眼とくKtt Qやミやど
′
くや昧低箕′(小 ｀ミ (仰Eと汽ペミ笹

′
【ヽ|卜` トトペ ・く,トーヽ萌ヽ卜竹

ヽGより対)逆 憾 QW姓 ‖D′ ヽ一く逆穏やS対 OWと や
°
やSi<G昧 ゃ匝撻や

′
遷など
′
榔拘せ生

|トトペふ―くゃか、6対 OWと や
°】」Sp程 大」対連

′
ぺQ鮒緯N絹 怠壇

′
小↓逆やや顕態やれや投ぐ

6° 投【
′
や0(本 ‐ユトとG林 翌低れやく対笙楔なとVと やA」0投 台

′
“や小ヤミG生 |卜ヽ

ク
く―低

縦 へ 建 ミ Q 神 逆 ふ
― く 抱 器 く 投 対 D V 将

/ ( 卜 と は 本 《 一 捉 ゃ 壇
′
や と い 対 笙

生 | 卜本 ヽ ふ ― く ゃ 0 打

6刺 ど0や と楔やる
°
怒恐連
′
楔A」ぺやとQG‖ 低均やや逆四v対 や

′
榔楔建長逆杓やや酎祖低べぐ

6対 つ
′
ぷ伸 1鍵逆ふ―く伸■やQ逆 塩約や0と窓判ど縫倉やと投ぐ6° 0相 Stt Q‖廼

′ユ1卜本ヘ

ふ―く抱卜や楔倉G‖ や建やとG投
°1卜` 一ヽH―ハ十_ゃ巾費w′縦やK Ell遇‖QE~1卜‐はヽ とや

豊ぶミ楔‖N8成と
′
やミN卿 甑D▼ とや

°
投ミさ
′
終K田 念Q冊 逆暮(豊 や部製抱ミペ

′
やミ逆貿0

V 「 ( 本 ‐ 出
｀ 生
」 対 と 6 終 い や ヰ ペ や 句 D ヽ 6 ( や や や や

′
A サい か 製 ぶ 矩 逆 望 恋 ミ や り 句 ど や る

°

用と6Qつ
′
ぺやく“翠逆笙撃榔Q(本 ‐Lふと遵料VO‖ やべやG報汽)′対■ミ笹やぶ0投 部 製‖

N縦 低瑠想かWと やミやくや
′
縦やや求やとG報

°
縦殺 やW′ やミく■｀‐臣卜とやべさ

′
■卜とこ

本気一塩卿ぷOWと やQ殺 刺ミヘトQGや べや
°Nl」DV■ 卜とはへ《―楔猥壇

′
田念Q‖ やE抱 年やG

汽杓やや控虫Nか Wと やQミ
′
榔楔勾ややt蕊 申卜やGぺ や約

′
業本‐L卜く―剣どメリやややO殺 対

息さミWと やよ」AJ抱
′
選台ど問と逆宴い逆想暮■やよjttKやれ

′
＼ヽクく―や智と神へ恐

′
や60投 大」

A」ゃやゃメJ AJ塩やれゃQやべや
°

tEl□慕峰 (self‐enfOrcement)①歴艘逆対 G▼
′
茎把豊逆田郎やAサ対Kく や

°
(本 た■卜生 逆笙

′

神神ヤ 「ば駅逆喪駅ややと」撫刺やつ汽牒ぶやと
°
投ミ恐
′
つかぺや楔汽(卜 とは本比抱怜逆年ゃ母

■ミ普
′
唱や団隊やトリ対ど

′
やミや壇楳ぶNヤ 時A)判殺

°
やOW′ 飛や程K■ 卜とは卜K― 逆やミや

AUG
取り消し線
［この（   ）は訳者によつて補われているが，このパラグラフについては，訳者は，基本的な勘違いをしている．授業で説明します．］
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汽勺6ミ ど
′
翌G＼ ト
ウ
く―KIJIやややミ抱鮭費ゃミ杓ぶ汽逆ペミゆwと や

°
楔母ぺ笹
′
資や楔低
′
相

代相くや悪やQぺ
′
慣拒Ett Qミ

′
杓60ヽ 6字 やと悪やQミ 壇

′
選台(ミ 倉ゃQ楔

°
Q相ぶ
′
歴製や

Q廼
′
費や楔氣と0投く、本たは本K― Q選経神逆や。投台

′
迎Q、 卜
″
く―楔や低基貨p′ 革に■や

用卜と肛―ミ逆田恐選6用 と6Aり対やQや代ドQ°やOw′ やメリ翌式ゃQ建
′
楔楔照v楔 やIJIわ投さや

Q程対と6や ぺ代,′ やSp楔 ゃぺ代表恐やW∨ やべゃ博G撻縄終鞄60葛 6字 ゃとG壇 (楔対ぺ笹
′

りQや スマ氏廼
′
報枠楔や逆と1トトペふ―くQゃれヾ思畑黎ぷ悠伸眠料110 6ヽ AUと6ぼ 電GIQ逆 や G

Wと や長つ0ミ やと)′ナリGやぺ代K■ 卜と住卜ヘー唖、Gぱ黙対廷ヽい投vィ Q将ぷぷ抱趣留めヽ
6母 OWと 、Q汽恐投

°

大」Qヽ 6逆 やぺvとマ母
′
兼や程や低料五日G‖抱瑠彗OWと やE料 ③無神逆貿Owや ■トペゝ前ヽ

抱ヰペせよ」母逆憲々抱やいl‐7とやナ)対低飛ミやltJ Vや
°
や仲やで料コ只G‖抱瑠榔Owと や無樟 廷

′

「|トヤート対一ハ十―」Qべ |卜hふ ― (やミ逆Qと W忌 恐ミvと やメリ句や牛イヤ矩倉v)逆
′
単怒〔対

O VttV建相卜Q汽恐やべや
°メリQべ 1卜竹ふ一Qミ投逮や輩遵壇

′
やミK報 剣や逆長DV車 駅や

″
報対

や朱む剖卜やべ1卜街ふ一楔用とるよ」AJや飛や
°拘台逆
′
料Ett Q‖抱卿邸牛や神神廼

′
費ゃ奨驚国朴豊

やべⅢ卜竹ふ―Kや ミ逆按壇卜やど■Q神
′
Q tt S「1駅S――神」逆やや膚翠』低費や

°メ」ょりや帥ェぶ 「隠

慰傘神」刺笹
′
卜退Rl卜布ふ―逆喫■ゃ喪駅ややと、卜

″
く―申拘～ぜ 終楔猥建

′
汽QO「 1輔sS神 」

逆ぺ翌やヽ6や 娯驚国朴還べ|卜布ふ一ややいVと やる (終建
′
ゃ仰 「くとさぶ」字 「郎SS神 」逆鳴

世やヽ6や 理驚国朴gべ |卜竹ふ―低性禅0や とGミミミ恐終る
°A)ミど督(よ壁と題興役 ぐムい)°M隠

Qくκ緯抱ぱミ笹■↓ミミや句6逆
′
無ゃQIく 壇

′
ぷ役0や キNれ やく対OV控 難や翌虫やくて室ミ

笹
′
程句ぺ‖抱対笹Dv中

′
釈相ミ心壇翼貿逆tIEQ抱鑑相ぺゃ】)円道要とAuMEゆWと や

°
やややく巡

廷
′生iトホヽ ふ一く抱oゃ と料]」智卜｀一卜H一ハ単_抱 報6大サ母くやれや0′ IRや 生卜ふヽ 卜_

く抱学ミ笹
′
報ヽ飛ぶ智やミ逆窯相やヽ6や `γど翼貿逆0や と母と0)」句NⅢ口Gvと やG投

°
■や

飛や
′
鰹笙(洲 彗(｀ た■本《一楔ゃ逆喪駅やG楔 さミ鞄や

′
来母や楔や逆喪駅やヽ6逆 《仲やメリ対

【やれや
′
却神EQwと やQや くや

°
ややゃく

′
運Q押 ミ遵

′
やく樽六)句ど楔貿E螺役さQ緯 やべ会

′

選楽竹 Qvと ゃ,り判連
′
■ふえは R`一 楔や`CttSSl翌 母ぷさ句倉vと やQやべゃ

°

拘V′ 蚕J壇 イVれ 楔り母低ぷ駅Q事 くやど杓′いや GVと ゃS末
′llミや十へ逆群鎧■や楔倉逆連

巡Qメ)対逆樹授0や さミ笹やで樽と
°
相■去 1逆終楔や塩革 Qvと やO笹

′
球日や壇ゃvべ Ⅲ卜竹ふ一

やべゃり母投
°
(、翌
′
押<′ 引〔<′ Hく 十<′ 1卜や―卜H一ハ十_幹 <Q)べ |卜竹ふ―Ok嶺 念ど

′

料口瑠
′
球日母と心ぶくEO tt Q植よ抱母 GVや さ亘―」どとぺやと

°
さミ勺や

′
杓Qべ 1卜Ⅲふ―逆Qと v

や終製や廷=Jtこ里やミ綻申ゃ いvと ゃ
°
杓Q＼ ト

レ
く―やり6p楔 ベトhふ ―G勺 ミミ抱ゼ柊■ややO対

OWば でミ
′
鳴卜QべⅢ卜布ふ―逆鳴v空 "ゃ くど綻ゃややQベ トhふ ―QIく Q、

″ヽ
く―対ばや1/」ミや

°

ll」OW′ やQべ |卜和ふ―逆Qと vミ 恐ミWと やメリ対ど相楔
′
選さ逆Qと v忌 台ミVと 博小り対やGや 鳴

や
°
用とSAり句遭

′
 |<Q<Q照 せ刺と6G壇 (やQミ 1卜hふ 一〇、卜

″
く一やミゃ)翌 Qく 、G ttG

逆鍵わ Qさ 台ミV報 ぶ
′
やQ鍵 咲

′
起希比つヽト

ウ
く―逆ヽゆV革 にう●ミWと る珊Qべ 1卜h公 一申子々
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